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研究成果の概要（和文）：食道アカラシアの根治的治療法は、外科治療が主体であった。2008年にわれわれが世
界に先駆け従来の外科手術を消化器内視鏡手術として行う方法を発表した。それがPOEMである。成功率は97％以
上、先進医療から始まり、現在では保険収載された。POEM治療ガイドラインも発表（Inoue H et al. Dig 
Endosc 2018; 30: 563-79）。また本邦での3000例以上の全国集計も米国の主要雑誌に報告。このPOEMがきっか
けとなり、従来、外科手術として行われていたものが内視鏡手術へと変わりつつある。現在、世界的にもPOEMが
食道アカラシアおよび関連疾患に対する標準術式と変わりつつある。

研究成果の概要（英文）：Standard treatment for esophageal achalasia was used to be laparoscopic 
surgery. We developed a novel minimally invasive endoscopic treatment for esophageal achalasia in 
2008. It is namely POEM (Per-oral endoscopic myotomy). Success rate of POEM exceeds 97% and 
treatment guideline was also published (Inoue H et al. Dig Endosc 2018; 30: 563-79). Data of more 
than 3000 POEM cases which were collected whole Japan was also published to GIE. POEM has been 
accepted worldwide and now it becomes a standard first-line treatment for esophageal achalasia.

研究分野： 消化器内視鏡診断学・治療、食道・胃外科学

キーワード： アカラシア　POEM（経口内視鏡的筋層切開術）　びまん性食道攣縮　Nutcracker食道　食道運動機能障
害　先天性食道狭窄
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研究成果の学術的意義や社会的意義
食道アカラシアに対するPOEM手術（経口内視鏡的筋層切開術）は、2008年にわれわれが世界に先駆けて発表し
た。それ以来、当院だけでも2100例以上、全国でも3000例以上の患者さんにPOEM手術が施行された。保険収載も
され、また治療ガイドラインも発表されている。現在は、国際的にも食道アカラシアに対する標準術式となって
きた。これまで外科手術しかなかったアカラシアに対する根治療法を、低侵襲の内視鏡治療としておこなえるよ
うになったことは、患者への朗報であると思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

2008 年 9 月に世界第一例となる経口内視鏡的筋層切開術（POEM）を施行した。その後、順
調に症例は増え、国内はもとより世界的にも広まりつつある。とくに国内では、先進医療から保
険収載までお認めいただいたことは、この治療法に対する高いご評価の賜物である。そのように
われわれの施設だけで 1000 件以上の POEM、全国で 2000 件に近い POEM が行われている。
POEM を導入した施設においては、これまでバルーン拡張や外科手術を施行していた症例はす
べて、POEM で治療されることとなった。そこで POEM における治療ガイドラインの作成が望
まれた。また、従来のバルーン拡張は手技は一律であり、また外科手術においても筋層切開の長
さは一定であった。ところが POEMにおいては、筋層切開の長さを自由に設定できることから、
その切開長を含めた治療アルゴリズムなどの作成が必要となった。 
 
２．研究の目的 
 POEM を安全に普及させるための診療ガイドラインの作成が急務である。実際に POEM は、
従来行ってきたバルーン拡張術や外科手術のすべての症例において、適応される。とくに POEM
施行にあたって、筋層切開の長さを自由に設定することができる。そこで、筋層切開の部位（長
さ）に応じた実用性の高い分類の作成が望まれる。内圧によるシカゴ分類に準拠して筋層切開部
を記載すると、表１のようになり、複雑である。 
 
３．研究の方法 
 POEM 診療ガイドラインについては、「POEM をおこなうにあたっての施行条件」から始ま
り、「POEM の治療成績」まで、CQ で９項目、細項目で 22 項目について、提言をまとめる。
また、筋層切開の部位から分類を作成して検討する。新分類は Grimes KL, Inoue H. Thorac 
Surg Clin 20;26:147-62 に記載されたものをベースに作成する。 
 
４．研究成果 
 新分類は Grimes KL, Inoue H. Thorac Surg Clin 20;26:147-62 に素案として記載されたも
のをベースに、改訂して作成された（表２）。Category I は「LES のみを切開すれば良い疾患」、
Category II は「LES と食道体部の切開を必要とする疾患」、そして Category III は「食道体部
のみ切開して、LES を温存する疾患」である。Category I には、Chicago 分類 type I, II, outlet 
obstruction が入り、Category II には Chicago 分類 type III が入る。Category III には、Jack-
Hammer 食道や Diffuse esophageal spasm が入る。このように筋層切開の部位別に作成された分
類は単純かつ食道疾患の病態をシンプルにあらわしているとも考えられた。この分類をもちい
たコンセンサス会議を 2020 年に多施設共同でおこなう予定であり、提言としてまとめていると
ころである。 
また、新分類と重ねて、POEM の診療ガイドラインの作成は、保険診療となった POEM の正しい

普及のためにきわめて重要と考えられ、本研究の開始直後から着手された。 研究期間中の 2018
年度内において完成し、出版された。出版は日本語、英語の両方である。「日本消化器内視鏡学
会編集、POEM 診療ガイドライン」と、Clinical practice guidelines for peroral endoscopic 
myotomy. Inoue H, Shiwaku H, Iwakiri K et al. Dig Endosc 2018; 30: 563-79. として報告
された。また本邦での 3000 例以上の全国集計も米国の主要雑誌に報告した（Shiwaku H et al. 
GIE2019）。 
 なお、本研究のなかで、POEM の弱点として特に海外で、POEM 後 GERD が指摘されてきた。これ
までに経験した 2000 例以上の POEM のなかで、24時間 Impedance-pH monitoring（ｐH study）
の異常を示すものは約 50％であった。そのほとんどが軽症であり、酸抑制剤（PPI など）の薬を
必要とするものは 15%であり、逆流防止手術を要するものはわずかに 0.15%であった。このよう
にわが国では POEM 後の GERD は決して大問題にはなっていない。その理由は、日本の場合、Double 
scope 法を必ず実施して、胃側筋層切開の範囲をコントロール（2cm 以内に）しているためであ
る。一方、そのような細かな配慮を行わない欧米では、“POEM 後の GERD”が大きな問題点として
取り上げられていた。 
  そこでそれを解決する方法として、開発した術式が POEM+F（Fundoplication）法である。食
道前壁で粘膜下トンネルを作成して、POEM を施行する。POEM 終了後に粘膜下層トンネルの末端
から腹腔内に内視鏡を直接に進める。腹腔内に到達した内視鏡で、穹窿部前壁と粘膜下層トンネ
ル内の横隔膜脚で縫縮をおこなう。外科手術でおこなう Dor 法を内視鏡でおこなうものである。
これまで 26 症例におこない、術後の pH study で改善をみとめている。図１Aはダブルスコープ
で縫合を行っている模式図であり、その実際の内視鏡画像が図２の①、②にしめされた。このよ
うに胃体上部の前壁を縫いよせることで、図１Bおよび図２の③にしめされたように、噴門の趨
壁形成が可能である。 
このように腹腔鏡手術としておこなわれていた Heller-Dor 法を、経口内視鏡の Pure NOTES と
して再現できるようになっている。外科手術から、腹腔鏡手術に移行したときから、さらに現在
は NOTES として、本治療が可能となってきており、患者さんに超・低侵襲での治療を提供できる
ようになってきている。本術式は雑誌の Endosocpy（Inoue H et al. Endoscopy 2019）として
報告され、同雑誌の 2019 年の Most innovative paper award を受賞した。 
 



 
表１．内圧によるシカゴ分類に準拠した分類。 

食道流出路狭窄 

• Type I  （古典的アカラシア）： LES 

• Type II  （食道体部の圧が均一に上昇する古典的アカラシア）: LES 

• Type III （食道体部に痙攣性の異常収縮を伴うアカラシア）: 
•                        LES + esophageal body 

• EGJOO （食道流出路の狭窄）：  LES 

 蠕動の障害 

• びまん性食道攣縮:  食道体部（LES 温存） 

• Jackhammer 食道（過剰収縮）: 食道体部（LES 温存） 

• 蠕動の欠落:          運動改善薬            LES? 
 
 
表２．筋層切開の長さによる分類 
 
Category 1:  標準切開   (LES) 

         古典的アカラシア (Chicago type I, II) 

    LES の強収縮 

Category 2:   Extended myotomy (Body + LES)       

          体部に異常収縮を伴うアカラシア (Chicago III ) 

           

Category 3:  LES-preserving myotomy (Body) 

          びまん性食道攣縮,  

          Jack-Hammer 食道 

 
 
図１A              図２ 
 

 
 
 
 



 
 
図１B                 図２ ③ 
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